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このところのテレビや新聞の報道から、日本では、
現代中国への違和感がまたにわかに高まり、かつてな
い空気が漂っています。長年中国史研究に従事し、日
本と中国の分け隔てのない交流の前進を願ってきた者
の一人として、毎日胸ふさがる想いでおります。

この初夏でしたか、市民の皆様の前で話してみない
かと図書館からお誘いのあった時、お引き受けした契
機の一つは、たまたま４月半ば、数年ぶりに北京と上
海を所用で訪問した折に、バスや地下鉄の車内で、老
弱者への人びとの温かいマナーに触れたことでした。
それは、三十数年前にこれらの都市にはじめて長期滞
在していた時と何ら変わっていません。あわせて想い
出したのが、当時の大学の構内で日々目の当たりにし
ていた師弟間のマナーでした。そこには、日本で私た
ちの世代に語り継がれていた「三尺下がって師の影を
踏まず」ということわざの世界が展開されていました。

これらのマナーは、何に由来するのでしょうか。そ
して今後も変わらないのでしょうか。報道の伝えると
げとげしい中国社会の目前の雰囲気とどう関わるので
しょうか。自分にもまだわからないところが多いので
すが、皆様とともに考えてみたいと思います。


